
高等学校

「著作権教育」としての学習内容

「著作権教育」の学習のねらい

インターネットに関わる著作権法を知る>

●著作権を侵害しているとは意識せず，何げなくインターネットのデータ等を使ってしまう行為が著作権に関

わっていることを知る。

●インターネットを使って，著作物のデータを交換してはいけないことを理解して行動する。

●共同著作物の存在を知る。

生徒の活動

●インターネットの特性を知り，インターネット上ならではの問題点を知る。

●大勢で作る共同著作物があることを知る。

●デジタルデータでも保護する技術があることを知る。

「著作権教育」の指導のポイント

●データのコピーや公開が重大な著作権に関わる問題を含むことを理解させる。

●著作権に関わる安易な行動について，自己チェックを行わせる。

●著作権侵害に留意しすぎて，悪いことばかりを考えるのではなく，共同で作り上げていく作品もあることを

知らせる。

法の中身を知る

Web事例　40

これだけは！　 押さえたい指導内容

●安易なデジタルコピーや，その配布をしない態度を身につけさせる。

●デジタルコンテンツをデータとして見るのではなく，作品として見る習慣を身につけさせる。

インターネットと
著作権

対象教科：全教科



具体的な展開例

インターネットに関わる著作権法について，次のポイントを話し合う。
●インターネット上に一度出してしまったものは簡単にコピーされ，広まってしまえば回収することも消

すこともできなくなる。

　 　友人と実際に会って行う貸し借りと違って，インターネットを使ったデータの交換はできない。

●本や CDは，紙の束やアクリルの円盤を買ったわけではなく，媒体の中身の情報の価値を認めて買った

わけである。そのため，中身の情報を軽々しくインターネット上に流すことは許されない行為である。

●音楽を販売しているWeb サイトでは DRMと呼ばれる著作権保護技術が，デジタル放送にはコピーワ

ンスやダビング 10という著作権保護技術が使われて守られている。興味があるならば，具体的な内容

は自分で調べてみることである。

●著作物を扱う場合，著作権を侵害していないかを自己チェックしてみることである。たとえば，CDの

音楽データや歌詞，著作物を撮影したデータなどをインターネット上に出していないかどうかをチェッ

クしてみることである。

 　大勢で知恵を集めて作る共同の著作物もインターネット上にはある。リレー小説やリレー作曲，

　　  百科事典なども作られている。これらの作品をインターネット上に流すには，著作権を正しく適

　　  用しているかをチェックする必要がある。

この事例の実践に参考となる教材・資料

文化庁「高校生のための著作権教材」

（社）著作権情報センター「デジタル・ネットワーク社会と著作権」

文化庁　「著作権なるほど質問箱」（著作権Ｑ＆Ａ　インターネット）


